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　「笠松町の合併についての意思を問う住民

投票」が６月６日に行われ、投票率が５７.１３

パーセントとなり、即日開票されました。

　今回の住民投票は、岐阜市を中心とする岐

阜広域合併についての賛否の意思を確認する

ために行われたもので、投票・開票の結果に

ついては次のとおりです。

投票の状況

合併についての意思を問う住民投票の結果

0
笠松地域 松枝地域 下羽栗地域 

25

50

75

100

61.52％ 55.58％ 53.06％ 61.52％ 

投票率　57.13％ 

55.58％ 53.06％ 

開票の結果

賛成 
3,355票 
賛成 
3,355票 反対 

6,318票 
反対 
6,318票 

111票 
無効 
111票 
無効 

投票状況

　投票資格者総数 １７,１２５人

　投票総数 ９,７８４人

　投票率 ５７.１３％

開票結果

　合併することに賛成 ３,３５５票

　合併することに反対 ６,３１８票

　無効投票 １１１票
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▽
笠
松
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

・
笠
松
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
当

選
者　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

南
谷　

悟
（
門
間
四
六
一
）

　

山
田
晴
生
（
上
柳
川
町
二
七
）

　

宮
崎　

貴
（
米
野
五
五
三
）

　

村
井
輝
明
（
下
新
町
一
〇
九
）

・
同
補
充
員
当
選
者　
　
（
敬
称
略
）

　

日
比
野
百
合
子
（
長
池
一
六
四
三

－

一
）

　

古
田
裕
子
（
北
及
一
一
一
五
）

　

川
口
忠
夫
（
緑
町
一
四
二
）

　

安
達
良
幸（
円
城
寺
七
四
五－

二
）

▽
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
笠
松
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
個
人

町
民
税
の
非
課
税
の
範
囲
（
限
度

額
の
引
下
げ
）、
均
等
割
の
税
率

（
引
上
げ
）お
よ
び
土
地
等
の
譲
渡

所
得
の
税
率
（
引
下
げ
）
並
び
に

繰
越
控
除
等
の
見
直
し
の
ほ
か
固

定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
に
関
す

る
規
定
整
備
な
ど

・
笠
松
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
長
期

譲
渡
所
得
に
係
る
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
の
特
例
の
見
直
し

▽
羽
島
郡
四
町
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

七
月
二
十
四
日
に
任
期
満
了
と

な
る
那
波
不
二
夫
氏
（
岐
南
町
八

剣
三
丁
目
一
一
）
を
引
き
続
き
委

員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

▽
笠
松
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

印
鑑
登
録
申
請
に
際
し
て
の
、

本
人
確
認
事
務
を
強
化
し
、
な
り

す
ま
し
に
よ
る
登
録
を
防
止
す
る

も
の
。

▽
笠
松
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
公
布
施
行
に
伴
い
、

条
文
整
理
を
行
う
も
の
。

▽
笠
松
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の

円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備

基
本
構
想
の
策
定
に
当
た
り
、
策

定
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
報
酬

等
を
定
め
る
も
の
。

▽
笠
松
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損

害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の

改
正
に
伴
い
、
こ
れ
に
準
じ
て
補

償
基
礎
額
お
よ
び
介
護
補
償
額
な

ど
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

▽
笠
松
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
に
準
じ

て
退
職
報
償
金
を
引
き
上
げ
る
も

の
。

▽
米
野
処
理
分
区
（
十
四
工
区
）
管

渠
埋
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
　

契
約
金
額

　
　
　

一
億
三
千
三
百
三
十
五
万
円

　
　

契
約
の
相
手
方

　
　
　

大
日
本
土
木
㈱

▽
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

▽
町
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

　
　

木
曽
川
築
堤
事
業
に
伴
う
道
路

付
け
替
え
で
、
三
路
線
を
廃
止
し

一
路
線
を
認
定
す
る
も
の
。

▽
補
正
予
算

・
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

　
　

職
員
異
動
お
よ
び
給
与
減
額
措

置
の
廃
止
等
に
伴
う
職
員
人
件
費

な
ど
、
総
額
一
千
百
二
十
三
万
八

千
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

・
平
成
十
六
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計

　
　

前
年
度
事
業
費
精
算
に
伴
い
、

支
払
基
金
へ
の
返
還
金
お
よ
び
一

般
会
計
繰
出
金
な
ど
総
額
五
千
九

百
万
八
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も

の
。

　
（
以
下
人
件
費
補
正
）

・
平
成
十
六
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計

・
平
成
十
六
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
・
平
成
十
六
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計

（
追
加
議
案
）

▽
財
政
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て

　
　

財
政
改
革
お
よ
び
議
会
改
革
に

関
す
る
調
査
の
た
め
の
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
も
の
。

　
　

な
お
、
町
側
で
は
七
月
一
日
付

け
で
企
画
環
境
経
済
部
内
に
行
政

改
革
推
進
対
策
室
を
設
置
し
、
行

政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く

も
の
。

▽
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

監
査
委
員
川
本
重
太
郎
氏
の
辞

職
に
伴
い
、
後
任
委
員
に
前
川
三

喜
男
氏
（
松
栄
町
五
二
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
か
ら
の
脱

退
に
つ
い
て

　
　

住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し
、

岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
か
ら
脱
退

す
る
も
の
。

▽
平
成
十
六
年
度
笠
松
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　

北
事
務
所
施
設
改
修
工
事
お
よ

び
地
区
集
会
所
建
設
等
補
助
金
な

ど
総
額
百
七
十
万
三
千
円
を
増
額

補
正
す
る
も
の
。

　
　

こ
の
ほ
か
、
議
会
で
指
定
さ
れ

た
事
項
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報

告
並
び
に
平
成
十
五
年
度
の
笠
松

町
土
地
開
発
公
社
お
よ
び
財
団
法

人
笠
松
町
地
域
振
興
公
社
決
算
に

関
す
る
書
類
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回

笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

　

平
成
十
六
年
第
二
回
笠
松
町
議
会
定
例
会
が
六
月
八

日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開
か
れ
、
笠
松
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
お
よ
び
同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
笠
松
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
、

次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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第
四
十
八
回
羽
島
郡
町
村
議
会
議

員
総
会
が
五
月
二
十
一
日
、
柳
津
町

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
郡
内
の
町
議
会
議
員
を

は
じ
め
、
来
賓
の
加
藤
県
議
会
議
員
、

広
瀬
岐
阜
地
域
振
興
局
長
お
よ
び
郡

内
の
各
町
長
ら
約
七
十
人
が
出
席
。

　

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
教
授　

山
崎

旭
男
氏
に
よ
る
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
」
と

題
し
た
講
演
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
、
積
極
的
に
自
分
自
身
の
手

で
自
分
の
健
康
を
保
持
・
増
進
し
て

い
く
た
め
、
年
齢
や
体
力
、
生
活
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
た
、
自
分
に
最
も
適

し
た
ス
ポ
ー
ツ
は
何
か
を
考
え
、
生

活
の
質
の
向
上
を
目
指
さ
れ
た
い
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
の
席
上
、
町
議
会
議

員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
議
員
に
対
し
、

羽
島
郡
町
村
議
会
議
長
会
の
自
治
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
は

次
の
議
員
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。　

（
敬
称
略
）

〈
在
職
二
十
四
年
を
超
え
る
者
〉

　
　

安　

達　

一　

愿

〈
在
職
十
六
年
を
超
え
る
者
〉

　
　

船　

橋　

義　

明

　
　

尾　

関　

洋　

治

〈
在
職
十
二
年
を
超
え
る
者
〉

　
　

太　

田　

俊　

彦

〈
在
職
八
年
を
超
え
る
者
〉

　
　

岡　

田　

文　

雄

　
　

山　

田　
　

穆

　
　

伏　

屋　

隆　

男

　
　

山　

川　

壽
太
郎

 
羽
島
郡
町
村
議
会
議
員
総
会
開
催

　

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（

敬
称
略
）

﹇
最
優
秀
﹈　

奥
村　

冴
香 

（
笠
松
中
三
年
）

　
　
　
　
　

林　
　

謙
仁 

（
笠
松
中
三
年
）

﹇
優　

秀
﹈　

宮
田　

真
那
依 
（
松
枝
小
六
年
）

　
　
　
　
　

樋
口　

航
成 

（
松
枝
小
六
年
）

　
　
　
　
　

内
田　

彩
水 

（
笠
松
小
六
年
）

　
　
　
　
　

千
村　

祐
人 

（
笠
松
小
六
年
）

　
　
　
　
　

杉
原　

高
洸 
（
下
羽
栗
小
六
年
）

　
　
　
　
　

三
島　

美
月 
（
下
羽
栗
小
六
年
）

　
　
　
　
　

高
野　

寿
恵 

（
笠
松
中
三
年
）

　
　
　
　
　

森　
　

一
浩 

（
笠
松
中
三
年
）

　
　
　
　
　

田
中　

亜
妃 

（
笠
松
中
三
年
）

　

な
お
、
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
二
人
は
、
町
の

代
表
と
し
て
岐
阜
県
大
会
出
場
者
選
考
委
員
会

に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

�最優秀に選ばれた林さんは「将来の夢に向かって」のテーマで
発表

▼最優秀に選ばれた奥村さんは「部活は最高の出会いの場」の
テーマで発表

▲山崎教授の講演を聞く議員たち

　

柴
田
憲
さ
ん
親
戚
一
同
か
ら
五
月
二
十
八
日
、
社
会
福
祉
事
業

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
現
金
五
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄 附

　青少年育成町民会議主催の「第２６回青
少年の主張大会」が６月１３日、中央公民
館で開催されました。
　小学生・中学生の順で、心に感じたこ
と、考えたことなどの力強い発表があり
ました。

友だちやごみ問題など身近なテーマで発表
第２６回青少年の主張大会を開催
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交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

シ
ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
開
催

　

六
月
十
日
と
二
十
四
日
の
二
回
、

岐
阜
南
自
動
車
学
校
で
シ
ル
バ
ー

セ
ー
フ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
五
月
十
日
に
開
校
し
た

笠
松
町
高
齢
者
交
通
安
全
大
学
校
の

科
目
の
一
つ
で
、
運
転
免
許
を
持
っ

て
い
な
い
同
校
学
生
（
高
齢
者
）
が

運
転
者
の
立
場
か
ら
見
た
歩
行
者
の

危
険
性
や
車
の
特
性
な
ど
を
理
解
し
、

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
と
し
て
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を

身
に
付
け
る
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
、

各
回
二
十
人
づ
つ
が
受
講
さ
れ
ま
し

た
。

　今回の講習では、運転者の立場
に立って色々な体験をすること
ができました。その中で、駐車車
両の陰から道路を横断する危険
性の講習では、実際に自動車学校
の先生が運転する車に同乗し、車
の陰から飛び出した人形をひい
た時は、本当に「ドキッ」としま
した。また、車には死角があり運
転者から歩行者が見えないこと
があることや、内輪差により歩行
者を巻き込む危険性など、運転免
許証を持っていない私が知らな
かったことを学ぶことができま
した。
　マナーを守らない運転者への
モラルも求められますが、今回学
んだことを活かし交通事故に遭
わないよう気を付けるとともに、
地域の交通事故防止のためにも、
周りの人たちにこの講習内容を
伝えていきたいです。

シルバーセーフティ
スクールに参加して

小池　忠枝

　

講
習
で
は
、
車
両
の
死
角
・
内
輪

差
体
験
、
斜
め
横
断
、
左
側
通
行
の

危
険
性
な
ど
を
学
習
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
の
重
点

高
齢
者
と
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

・
車
を
運
転
す
る
か
た
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら

徐
行
す
る
な
ど
「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

・
夜
間
の
外
出
に
は
、
明
る
い
服
装
で
反
射
材
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
す
る

・
運
転
者
、
同
乗
者
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
必
ず
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
六
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
同
乗
さ
せ
る
と
き
は
、
体
格
に

合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
ぐ
る
み
で
暴
走
族
の
根
絶
を
目
指
す

・
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら「
暴
走
族
等
の
根
絶
に
関
す
る
条

例
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
暴
走
行
為
等
の
未
然
防
止
と
暴
走

族
の
根
絶
の
た
め
、「
暴
走
を　

し
な
い　

さ
せ
な
い　

見
に

い
か
な
い
」
を
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

暴
走
行
為
等
に
関
す
る
禁
止
と
罰
則

　

暴
走
行
為
等
の
予
備
行
為
等
の
禁
止

・
暴
走
行
為
等
を
行
う
目
的
で
自
動
車
等
を
準
備
し
、
公
共
の

場
所
に
集
合
す
る
行
為
や
、
タ
オ
ル
、
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
で
顔
を

隠
し
た
り
、
暴
走
族
の
名
称
な
ど
の
刺
し
ゅ
う
を
し
た
衣
服

を
着
て
自
動
車
等
に
乗
車
す
る
行
為

・
祭
礼
、
興
業
そ
の
他
催
事
場
で
、
暴
走
族
と
思
わ
れ
る
服
装

で
う
ろ
つ
い
た
り
、
た
む
ろ
し
て
威
勢
を
示
す
行
為

・
声
援
、
拍
手
、
旗
や
花
火
な
ど
を
使
用
し
て
暴
走
行
為
者
等

を
あ
お
る
行
為

　

自
動
車
等
の
急
発
進
行
為
等
の
禁
止

・
公
共
の
場
所
に
お
い
て
急
発
進
、
急
転
回
、
急
加
速
、
空
ふ

か
し
す
る
行
為
（
五
万
円
以
下
の
罰
金
）

　

少
年
に
対
す
る
暴
走
族
の
結
成
指
導
等
の
禁
止

・
暴
走
族
の
結
成
、
維
持
を
援
助
し
た
り
、
暴
走
族
へ
の
加
入

の
勧
誘
、
強
要
、
脱
退
を
妨
害
す
る
行
為
等
（
六
カ
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
）

▲

真
っ
す
ぐ
横
断
す
る
よ
り
斜
め
横
断
は

時
間
も
か
か
り
と
っ
て
も
危
険

車
の
陰
か
ら
の
飛
び
出
し
の
危
険
性
は
、

▲

人
形
を
使
っ
て
実
験
し
ま
し
た
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羽
島
口
腔
保
健
協
議
会
主
催
の

「
ふ
れ
あ
い
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
六
月
六
日
、
羽
島
市
の
Ｊ

Ａ
は
し
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
フ
ッ
素
塗
布
、
歯
の
相

談
、
幼
児
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
ら
約
千
百
人

が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、「
歯
の
健
康

優
良
児
」
な
ど
の
表
彰
も
行
わ
れ
、

次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
関
係
分

（
敬
称
略
）

歯
の
健
康
優
良
児
部
門

【
最
優
秀
賞
】

・
笠
松
小
学
校

　

西
垣
克
哉
（
友
楽
町
）、
名
和
佳
絋

（
下
柳
川
町
）、
原
千
晴（
上
本
町
）、

内
田
彩
水
（
大
池
町
）

・
松
枝
小
学
校

　

井
坂
優
介
（
田
代
）、
大
島
和
気

（
北
及
）、
金
森
舞
琳
（
門
間
）、

岩
井
真
璃
花
（
門
間
）

・
下
羽
栗
小
学
校

　

�
田
和
弘
（
円
城
寺
）、
小
林
亨
大

（
円
城
寺
）、
割
山
真
衣
（
中
野
）、

若
園
る
み
子
（
円
城
寺
）

歯
の
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

【
優
秀
賞
】

・
笠
松
小
学
校

　

長
野
�
（
緑
町
）、
小
川
唯
菜
（
美

笠
通
三
丁
目
）、
西
田
賢
生
（
上
新

町
）

・
松
枝
小
学
校

　

竹
中
千
尋
（
北
及
）、
水
嶋
樹
里

（
門
間
）、
河
合
陽
子
（
北
及
）

・
下
羽
栗
小
学
校

　

割
山
真
衣
（
中
野
）、
宮
崎
有
理
子

（
米
野
）、
松
原
百
映
（
米
野
）

高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
部
門

【
優
秀
賞
】

　

鳥
谷
天
洋
美
（
長
池
）、
大
神
静
子

（
円
城
寺
）、
田
島
こ
の（
無
動
寺
）、

塩
原
む
つ
き
（
無
動
寺
）、
仁
田
原

サ
ツ
キ
（
円
城
寺
）、
柿
崎
幸
惠

（
無
動
寺
）、
若
山
ハ
ツ
ミ（
門
間
）、

奥
田
茂
子
（
門
間
）、
坂
井
田
富
士

子
（
下
柳
川
町
）、
荒
尾
吉
徳
（
田

代
）

▲期間中は多くのかたが会場を訪れました

力
作
が
ず
ら
り　
春
季
老
人
余
技
作
品
展

▲

会
員
に
よ
る
お
点
前
コ
ー
ナ
ー
は
大
人
気　
!!

　

ト
ン
ボ
池
を
守
る
会
で
は
、
池
土

が
溜
ま
り
す
ぎ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

昨
年
三
月
よ
り
水
が
少
な
く
な
る
時

期（
秋
〜
冬
）に
池
土
の
採
取
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
冬
に
は
下
羽
栗

小
学
校
の
児
童
た
ち
も
参
加
し
て
池

土
を
採
取
し
ま
し
た
。

　

こ
の
池
土
を
バ
ケ
ツ
な
ど
の
容
器

に
入
れ
屋
外
に
置
い
て
お
く
と
、
雨

水
な
ど
が
溜
ま
り
、
不
思
議
な
こ
と

に
ト
ン
ボ
池
に
生
息
し
て

い
る
植
物
が
生
え
て
き
ま

す
。

　

同
会
会
員
の
岩
井
さ
ん

宅
で
も
採
取
し
た
池
土
よ

り
コ
ウ
ホ
ネ
が
芽
を
出
し
、

五
月
末
こ
ろ
か
ら
可
愛
ら

し
い
黄
色
い
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。

　
「
何
が
出
て
く
る
の
か
分
か
ら
な

い
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
語
る
同
会

会
長
の
可
児
さ
ん
宅
で
も
イ
グ
サ
や

フ
サ
モ
、
タ
デ
な
ど
の
植
物
が
生
え

て
き
た
ほ
か
、
ヤ
ゴ
な
ど
の
生
き
物

も
池
土
の
中
に
い
た
そ
う
で
す
。
ト

ン
ボ
池
を
守
る
会
で
は
、
ご
希
望
の

か
た
に
採
取
し
た
池
土
を
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
、

「
ト
ン
ボ
池
を
守
る
会
」会
長
可
児
幸

彦
さ
ん
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
８
７
・
７

１
６
１
）
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
（��

�����
�
�
�
���
���
���
����

）�
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

町
と
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
共
催

の
、「
春
季
老
人
余
技
作
品
展
」
が
五

月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
の
三
日
間
、

福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
会
場
に
は
、
約
二
百
五
十

点
余
り
の
日
本
画
・
水
彩
画
・
油
絵
・

写
真
・
盆
栽
・
ち
ぎ
り
絵
・
人
形
な

ど
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
か
た
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
に
よ
る
お
点
前
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
訪
れ
た
二
百
五
十
人
程

の
か
た
が
た
に
お
抹
茶
を
ご
披
露
し

ま
し
た
。

生
き
物
の
宝
庫
「
ト
ン
ボ
池
の
池
土
」
を
採
取

▲会員の岩井さん宅で咲いたコウホネ
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６月１３日（日）
町民体育館　剣道場　　  （敬称略）
�高校・一般男子の部
優　勝　高木　良
準優勝　浦山　和由
３　位　江崎　幸太
　〃　　山田　聡
�中学生男子の部
優　勝　樋口　和哉
準優勝　古田　裕靖
３　位　加藤　工貴
　〃　　中村　洋介
�中学生女子の部
優　勝　中島　美加子
準優勝　古田　麻名
３　位　田中　みゆき
　〃　　井原　浩子
�小学５・６年生の部
優　勝　実藤　大我
準優勝　加藤　綾悟
３　位　林　　拓弥
　〃　　加藤　史明
�小学３・４年生の部
優　勝　河合　雄太
準優勝　河合　美希
３　位　河合　夏希
　〃　　尾関　菜央
�小学２年生以下の部
優　勝　小川　雄飛
準優勝　岩田　真有香
３　位　小縣　まりな
　〃　　井原　良明

６月２０日（日）
町民体育館　　　　　　 （敬称略）
�混成の部
優　勝　南栄町
�女子の部
優　勝　北及第一
準優勝　笠松刑務所Ａ
３　位　南栄町

町民剣道大会

町民ソフトバレーボール大会

５月３０日（日）
トンボ天国芝広場　　　  （敬称略）
�一般男子の部
優　勝　杉山　雅郁（瓢町）
準優勝　岩田　利博（円城寺）
３　位　杉山　詞一（円城寺）
�一般女子の部
優　勝　高橋　かず枝（北及）
準優勝　勅使川原　久貴子（西宮町）
３　位　川島　ひろえ（奈良町）
�シニア男子の部
優　勝　高橋　三千雄（北及）
準優勝　安岡　武夫（瓢町）
３　位　甲斐　福一（瓢町）
�シニア女子の部
優　勝　古川　栄子（円城寺）
準優勝　長尾　悦子（円城寺）
３　位　森　美智江（米野）

６月１３日（日）
中学校運動場　　　　　 （敬称略）
�Ａブロック
優　勝　川島チーム
�Ｂブロック
優　勝　睦チームＥ
�Ｃブロック
優　勝　笠松Ｐ・Ｂチーム
�Ｄブロック
優　勝　睦チームＤ
�Ｅブロック
優　勝　松枝小学校ペタンククラブＡ

町民ターゲット・バードゴルフ大会

町民ペタンク大会

５月２３日（日）
多目的運動場ほか　　　  （敬称略）
当町関係分
バレーボール
�一般男子の部
優　勝　笠松クラブ
�一般女子の部
優　勝　ＬＥＥＳ　ＣＬＵＢ
�家庭婦人の部
優　勝　笠松金曜クラブ
３　位　松枝クラブ
軟式野球
�一般男子の部
準優勝　マイヤーズ
バスケットボール
�一般男子の部
優　勝　笠松クラブ
ソフトテニス
�団体男子の部
優　勝　笠松
�ダブルスの部
優　勝　田口聖人・井川智詞組
準優勝　中山卓・金森道広組
３　位　杉山恵美・井川直己組
　〃　　松原直美・岩村仁先組
テニス
�一般男子の部
準優勝　ミンクステニスクラブＡ
�一般女子の部
３　位　ミンクステニスクラブ
�壮年の部
優　勝　ミンクステニスクラブＡ
準優勝　笠松テニス協会
卓球
�団体男子の部
３　位　笠松クラブ
�団体女子の部
準優勝　笠松クラブ
�個人男子の部
３　位　伏屋　健二
　〃　　杉山　弘幸
�個人女子の部
準優勝　勅使川原　久貴子
ハンドボール
�一般男子の部
準優勝　笠松クラブ
�一般女子の部
優　勝　笠松クラブ
グラウンド・ゴルフ
準優勝　落合　隆
３　位　木村　高平
ボーリング
�個人女子の部
準優勝　中子　美里

羽島郡総合体育大会
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
バババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
サササササササササササササササササササササ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠
松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ががががががががががががががががががががが
完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

▲

地
域
交
流
ホ
ー
ル

　社会福祉法人羽島郡福寿会が昨
年８月に着工した特別養護老人
ホーム「リバーサイド笠松園」が、こ
のほど田代地内に完成しました。

▲

和
コ
ー
ナ
ー

▲

居
室

　この施設は、小規模生活単位型で、少人数の個室と共同生
活スペースにより、入居者一人ひとりの意思や人格を尊重
し、各単位で入居者相互に社会関係を築き、自立的な日常生
活を過ごしていただけます。
　現在運営中のリバーサイド川島園と並んで、笠松町をは
じめとする羽島郡内の高齢者福祉の拠点とボランティア活
動の推進に大きく寄与できるものと考えています。
　また、施設１階には地域のかたとの交流を目的とした「地
域交流ホール」を設けています。

事業の内容
・小規模生活単位型特別養護老人ホーム　定員８０人

・短期入所生活介護　定員１６人

・通所介護　定員３０人

※なお、入居は７月１５日から始まります。

【問合先】特別養護老人ホームリバーサイド笠松園
　　　　  �３８８・５２２２
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【投票日】　　７月１１日（日）

【時　間】　　午前７時～午後８時

【場　所】　　第１投票区　笠松小学校講堂

　　　　　　第２投票区　松枝公民館

　　　　　　第３投票区　総合会館

　昭和５９年７月１２日以前に生まれたかたで、平成１６年３月２３日以前に笠松
町で住民基本台帳（住民票）が作成され、町の選挙人名簿に登録されている
かた

投票できるかた

　投票日に「仕事中」、「投票区の区域外に旅行中」などの理由で投票できな
いかたは、次の要領で期日前投票ができます。
【期間】６月２５日（金）～７月１０日（土）
【時間】午前８時３０分～午後８時
【場所】役場１階　住民課ロビー
【方法】宣誓書に書かれている事由（従前の不在者投票と同じ）を選択し、

住所、氏名、性別、生年月日を記入します。
　　　　※印鑑は不要です。

期 日 前 投 票

　身体に次のような重度の障害があるかたは、郵便により自宅で投票する
ことができます。
・身体障害者手帳をお持ちのかたで、両下肢、体幹または移動機能の障害が
１級か２級のかた、心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸または小腸の
障害が１級か３級のかた、免疫の障害の程度が１級～３級のかた
・戦傷病手帳をお持ちのかたで、両下肢、体幹または移動機能の障害が特別
項症から第２項症までのかた、心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸ま
たは小腸の障害が特別項症から第３項症までのかた
・介護保険の被保険者証をお持ちのかたで、要介護状態区分が要介護５の
かた

在 宅 投 票

【月日】７月１１日（日）
【時間】午後９時～
【場所】中央公民館　３階大ホール

開 票

６月２４日（木）発送

　万一、入場券をなくしたときでも投票はできますので、投票所で係員に申
し出てください。
※入場券が届かない場合は、町選挙管理委員会へお問い合わせください。

投票所入場券

笠松町選挙管理委員会　�３８８－１１１１（内線２２４・２２５）

笠松町明るい選挙推進協議会
問 合 先
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　子育て支援センターでは、皆さんの子育てを少しで
もサポートしようと、お子さんとお母さんが遊びを通
してふれあう場、また、お母さん同士の交流の場とし
て、子育てサロンを開催します。お気軽にご参加くだ
さい。
【月　日】７月１３日（火）【時　間】午前１０時～１１時
【場　所】下羽栗会館和室
【対象者】３歳未満児とその保護者
【問合先】子育て支援センター（第一保育所内）
　��������　�３８７・２６６４

　美術展の充実とデザイン部門の育成のため、第３４回
美術展のポスターを募集します。
【作品規格】�作品に次の語句を入れる。
　　　　　・第３４回笠松町美術展
　　　　　・期　日　平成１６年１０月３０日（土）～１１月

１日（月）
　　　　　・場　所　笠松中央公民館・町民体育館
　　　　　・部　門　日本画、水墨画、洋画、彫塑工

芸、書、写真、デザイン
　　　　　・主　催　笠松町美術展実行委員会
　　　　　・チャリティ小品展同時開催
　　　　　�色数制限なし
　　　　　�紙質、大きさ自由「ポスターはＡ２（４２０

�×５９４�）にて作成」
　　　　　�語句を入れずに図柄のみも可
【応募資格】町内在住者、在勤者、在学者（中学生以

上）、出身者および町内での学習者
【応募点数】１人１点
【出品料】無料
【審査・賞】審査を行い最優秀賞

１点、優秀賞２点表
彰。（最優秀作品を
ポスターに使用）

【応募締切】８月２日（月）
【応募先】中央公民館
【問合先】笠松町美術展実行委員

会事務局（中央公民館
内）

　今年中に新築、または増築された家屋などを対象に、
役場税務課職員が訪問し「家屋調査」を行います。
　この調査は、家屋の種類、構造別に使用材料や仕上
状況などを把握し、固定資産税や不動産取得税の課税
基礎となる評価額を算定するために行うものです。
　調査時には、家屋の仕様書や設計書など明細が分か
る資料や登記済証などの提示をお願いする場合もあり
ますので、ご協力をお願いします。
　なお、お勤めなどで留守になりがちなかたは、事前
に都合のよい日をご連絡ください。また、今年１月以
降、家屋の一部や全部を取り壊されたり、１２月までに
取り壊しを予定されている場合は、『家屋取り壊し届』
を提出してください。（用紙は税務課にあります）

【対象者】養護施設に入所中の児童で、夏期の帰省時に
帰る家庭のない児童に、家庭の温かさを体
験させていただけるかた

【里親をお願いする期間】

８月７日（土）～９日（月）の３日間
【申込期限】７月９日（金）
【申込先】役場福祉健康課または福祉健康センター

家屋調査にご協力ください 税務課子育てサロン「親子で遊ぼう」を開催
 子育て支援センター

〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

「三日里親」募集 福祉健康課

���������	
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第３４回笠松町美術展ポスター募集
 笠松町美術展実行委員会
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【売却物件（土地）】笠松町田代字若宮１１４７番１ほか、
岐阜市、羽島市、岐南町など１５市町村８４物件
【売却の方法】一般競争入札（期間入札）による売却
※入札は原則郵送により東海財務局（〒４６０－８５２１名古
屋市中区三の丸３－３－１）で受付（岐阜財務局で
は受付不可）

【入札受付期間】

７月１２日（月）～２１日（水）午後５時必着
【開札日】７月２８日（水）
【問合先】岐阜財務事務所売却担当　�２４７・４２５２

【月　日】８月２２・２９・９月５日（日）
【時　間】午前８時３０分～【場　所】米野運動場
【参加資格】町内会単位で構成されたチーム（町内在住

のかた２０人以内）で１町内３チームまで
【申込期限】７月２０日（火）
【申込先】町体育協会事務局（中

央公民館内）
◎組み合わせ抽選会

【月　日】７月３０日（金）
【時　間】午後７時３０分～
【場　所】中央公民館集会室

【月　日】８月２２日（日）【時　間】午前９時～
【場　所】緑地公園内テニスコート
【参加資格】町内に在住・在勤・在クラブのかた
【種　目】　　     ①一般男子の部（高校生以上）

②一般女子の部（高校生以上）
③中学生以下男子の部（小学生以上）
④中学生以下女子の部（小学生以上）
【申込期限】８月１６日（月）
【申込先】町体育協会事務局（中央公

民館内）

町民ソフトボール大会 町体育協会

運動場・テニスコート（８月分）
【月　日】７月２５日（日）
【時　間】午後７時３０分～
【場　所】中央公民館

町民ソフトテニス大会 町体育協会

国有財産売却のお知らせ
 岐阜財務事務所

【問合先】かさまつまちづくりイベント実行委員会事務局（役場企画課内）

■メモリアル花火協賛募集
　当日、花火に皆さんの記念や想い出のメッセージ
を添えたメモリアル花火（３号玉）を打ち上げます。
多くのかたのお申し込みをお待ちしています。
【日　時】８月１５日（日）午後８時ころ
【場　所】笠松港公園（川まつり会場）
【コメント数】氏名、会社名を除いて１５文字以内
【協賛金】１発につき５,０００円
　　　　  ※花火中止の場合は、チラシ掲載料等手

数料（１,０００円）を差し引いた額を返金
します。

【申込方法】役場企画課、松枝公民館、総合会館、
商工会にある申込書に協賛金を添え申
し込み

【申込期限】７月１５日（木）

■ボランティアスタッフ募集
　当日、万灯流し等のお手伝いをしていただくボラ
ンティアスタッフを募集します。
【日　時】８月１５日（日）午後６時～９時３０分ころ
【場　所】笠松港公園（川まつり会場）
【募集人数】２４人（町内に在住、在勤の中学生以上の

かた）
【申込方法】

役場企画課、松枝公民館、総合
会館、商工会にある申込書に記
入のうえ申し込み
【申込期限】７月１５日（木）

　「緑の募金」にご協力

　　  ありがとうございました

募金額　677,800 円

「笠松町民プール」は、
今年度開設しません。

【問合先】中央公民館
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　交通事故、詐欺などの被害に遭ったのに、検察官が
その事件を裁判にかけてくれない。どうも納得できな
い。このようなかたのために、検察官のした処分が正
しかったかどうかを審査する機関として「検察審査会」
があります。
　検察審査会では１１人の審査員がこの審査を行います。
審査員は、選挙権を持っている皆さんの中から「くじ」
で選ばれることになっています。
　あなたも審査員に選ばれることがあるかもしれませ
ん。審査員に選ばれたときには、国民の代表としてこ
の仕事にご協力をお願いします。
【問合先】岐阜市美江寺町２－４－１　岐阜地方裁判所

内　岐阜検察審査会事務局　���２６２・５１２１

　自動車事故対策機構では、交通事故被害者に対する
援護として、自動車事故により親を失ったかたや、介
護を必要とする重度後遺障害者のご家族などの負担の
軽減を図るために、交通遺児育成資金の貸付や、介護
料の支給をしています。
【問合先】自動車事故対策機構岐阜支所　�２６３・５１２８

　交通事故に遭われたかた
のために、専門の相談員・弁
護士（要予約）が相談に応
じます。
是非ご利用ください。
【月　日】月～金曜日
　　　　（祝日を除く）
【時　間】午前９時～正午／午後１時～５時
【場　所】岐阜自動車保険請求相談センター
　　　　（岐阜市橋本町２－２０　濃飛ビル２階）
【相談料】無料
【問合先】岐阜自動車保険請求相談センター
　　　������２５２・７５１３
　　　�����ホームページアドレス
　　　����������������	
��
�
���

　介護サービスで何かお困りではありませんか。
（例えば）・ヘルパーが決まった時間に来てくれない
　　　　・説明が十分でない
　　　　・職員の態度が悪い
　　　　・決められた仕事をしてくれない
　国保連合会では、介護保険サービスについての相談
や、苦情を受け付けています。相談者のプライバシー
の保護はもちろん、利用者の立場に立った対応に努め
ます。お気軽にご相談ください。
【直接・電話の場合】

岐阜市薮田南　県シンクタンク庁舎５階　岐阜県国保
連合会　介護保険課苦情対応係
�２７５・９８２６（受付時間：平日午前９時～午後５時）
【郵送の場合】

〒５００－８３８５　岐阜市下奈良２－２－１岐阜県福祉・農
業会館内　岐阜県国保連合会　介護保険課苦情対応係

【募集種目】①曹候補学生／②曹候補士
【受験資格】①１８歳以上２４歳未満のかた
　　　　     ②１８歳以上２７歳未満のかた
【受付期間】８月２日（月）～９月８日（水）
【試験日】一次試験　９月１８日（土）
【問合先】自衛隊岐阜地方連絡部各務原事務所
　　　　  �０５８３・８３・５１１８

知っておきたい検察審査会
検察審査員に選ばれたらご協力を！ 岐阜検察審査会

岐阜県国保連合会介護サービス
苦情相談のご案内 岐阜県国保連合会

〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

自衛官募集 自衛隊岐阜地方連絡部各務原事務所

サマージャンボ宝くじ発売間近
【賞金】 �１等・前後賞合わせて　３億円
 �１等　２億円
 �前後賞各　５,０００万円
 �２等　１億円
【収益金】市町村の明るく住みよい街づくり

に使われます。
【発売期間】７月１２日（月）～３０日（金）
※この宝くじは通信販売で買うこともでき
ます。

【抽選日】８月１０日（火）
※昨年のサマージャンボ宝くじ（第４６１回全
国自治宝くじ）の時効（平成１６年８月１７
日（火））が迫っています。お忘れなく !!

交通事故被害者のかたへ
 自動車事故対策機構

自動車保険請求相談センターのご案内
 岐阜自動車保険請求相談センター
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�新型住宅ローン

　「新型住宅ローン」は、住宅金融公庫がバックアップ
して民間金融機関が提供する長期固定金利型の住宅
ローンで、昨年１０月からスタートしています。これに
より６月１日から「新型住宅ローンホットライン」を開
設しています。これは、新型住宅ローンに関する相談
やお問い合わせに専門のスタッフがアドバイスします。
ホットライン�０５２・２６３・３１４１
�つみたてくん

　計画的な住宅取得資金づくりを支援するため、住宅
債権（愛称：つみたてくん）を発行しています。今年
度第１回の募集は７月２０日（火）までです。年平均利
回りは１�６２４％と高利回りとなっています。応募ハガ
キ付パンフレット（無料）は下記へご請求ください。ま
た、ホームページ（������������	
��
������）から直
接申し込むこともできます。
【問合先】住宅金融公庫名古屋支店　�０５２・２６３・２９０８
�返済条件変更

　住宅金融公庫では、融資の返済にお困りになった場
合でも、安心して今後のご返済を継続できるように返
済相談を受け付けています。ご相談により返済期間の

延長など、状況に応じた返済方法
の変更にも対応しておりますの
で、現在ご返済中の金融機関また
は、住宅金融公庫名古屋支店にお
気軽におたずねください。

【問合先】住宅金融公庫名古屋支店　�０５２・２６３・３０２９

　夏の風物詩「長良川薪能」が今年も開催されます。お
誘い合わせのうえ、是非お出かけください。
【月　日】８月６日（金）
【時　間】午後５時３０分～開場／午後６時～開演
【場　所】岐阜グランドホテル前長良川河原�特設舞台
【入場料】無料
【演　目】・能「橋弁慶」観世喜正
　　　　・狂言「清水」山本泰太郎／山本則孝
　　　　・舞囃子「屋島」観世喜之
【問合先】（社）岐阜青年会議所
　　　　��２６４・８０９０（平日：午前１０時～午後５時）

　交通遺児育英会では、交通遺児奨学生を募集してい
ます。
　これは、保護者などが道路上での交通事故で死亡し
たり、重い後遺障害で働けないため、経済的理由で修
学が困難な高等学校以上の生徒・学生に奨学金を貸与
して、教育の機会均等を図り、社会有用の人材を育成
することを目的としています。
【問合先】交通遺児育英会
　　　　��フリーダイヤル　０１２０・５２１２８６

　独立行政法人雇用・能力開発機構
岐阜センターでは、全国で展開され
る国の若年者雇用対策「日本版デュ
アルシステム」による若年者の職業
能力開発を５月より開講しています。
　この訓練は、３カ月の座学や実習による通常の職業
訓練後、引き続き県内外の事業所で１カ月～３カ月の
職場実習を行い実践的な職業能力を身に付けて、早い
時期の安定した就労ができるようにサポートするもの
で、若年求職者が企業ニーズに即した本格的な実践力
を養うことで雇用のミスマッチを解消し、若年者雇用
の改善につなげるものです。
　ＩＴ一般事務養成科・グラフィックデザイン科など
年間２３コースを計画しており、対象者は、おおむね３５
歳以下の求職者です。受講料は無料（テキスト代は実
費）で、雇用保険受給中のかたには、ハローワークの
指示により訓練中も雇用保険が支払われます。受講を
希望されるかたは、県内のハローワークへお申し込み
ください。
【問合先】独立行政法人雇用・能力開発機構相談部門　
　　���������２６５・５８２２

【募集期間】

�教養学部・大学院修士科目生
　６月１５日（火）～８月３１日（火）
�大学院修士全科生（平成１７年度）
　９月１日（水）～１４日（火）
【問合先】放送大学岐阜学習センター　�２７３・９６１４
　　　　���ホームページアドレス������������	
���
�������

交通遺児奨学生募集 交通遺児育英会住宅金融公庫からのお知らせ
 住宅金融公庫名古屋支店

第１８回「長良川薪能」開催
 （社）岐阜青年会議所

放送大学学生募集 放送大学岐阜学習センター

若年者のための職業能力開発
システム開講
 独立行政法人雇用・能力開発機構岐阜センター
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7 月は河川愛護月間です
～川はわが町の誇り～

木曽川、長良川、揖斐川は郷土の原風景。
そんな身近な川をいつま
でも美しく保つのは私た
ち一人ひとりの努めです。
川のルールを守り、日ごろ
から清掃など河川美化を
心がけましょう。

―国土交通省　木曽川上流河川事務所―

　サイエンスワールド開館５周年を記念して、夏休み
期間中に特別企画「科学を創った人々」を開催します。
是非ご参加ください。
【月　日】７月１８日（日）～８月１９日（木）
【場　所】サイエンスワールド（岐阜県先端科学技術体

験センター　瑞浪市明世町戸狩５４）
【内　容】物理・化学・生物・地学、それぞれのテーマ

と内容で、科学の様々な分野を開拓した世
界的な科学者や岐阜県の科学者などを紹介
し、科学の歴史をひもときます。また、期間
中は特別実験講座も開催します。

【参加費】無料
【問合先】サイエンスワールド「科学を創った人々」係
　　　　 �０５７２・６６・１１５１
　　　　Ｅメールアドレス　sciencew@astec-gifu.jp
　　　　ホームページアドレス　http://www.astec-gifu.jp/

「科学を創った人々」開催
 サイエンスワールド

このコーナーでは、日ごろ町

民の皆さんから役場へ寄せら

れる質問・意見などを回答と

ともに紹介します。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た

い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
家

の
パ
ソ
コ
ン
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
施
設
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
が
で
き
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
！

　

情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
（
東
陽
町
地
内

北
事
務
所
内
）
で
は
、
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
４
台
設
置
し

て
あ
り
、
自
由
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

楽
し
め
ま
す
。

　

笠
松
町
に
お
住
み
か
お
勤
め
の
か
た

な
ら
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

【
開
設
日
時
】毎
日
午
前
９
時
〜
午
後
９

時　

分
。
た
だ
し
、
年
末
年
始
は
お
休

３０
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
企
画
課
（
内
線
２
３
６
）】

http://www.kasamatsu-keiba.com/
◆アルプスシリーズ
１１日（日）　第３回飛騨牛カップ
１２日（月）
１３日（火）
１４日（水）槍ヶ岳賞（指定交流）
１５日（木）東海グローリ
◆納涼（ＳＰⅢ）シリーズ
２６日（月）
２７日（火）蘇水峡特別（指定交流）
２８日（水）第２８回サラ・クイーンカップ（ＳＰⅢ）
２９日（木）
３０日（金）第３３回ひまわり賞（Ｐ）
※（指定交流）→ＪＲＡ所属ジョッキー・馬が参戦！

ホームページにてレース映像配信実施中
ＮＴＴドコモ「ＦＯＭＡ」ライブ中継配信中

愛の血液助け合い運動
７月１日～３１日

～献血は命輝くボランティア～
血液は、まだ人工的に造ることができません。
輸血を必要としている患者さんの生命を守るの
は、献血から生まれる愛の贈り物。
皆さんのあたたかいご協力をお願いします。

〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会
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7月の相談・ごみ・保健

場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福祉健康センター

１３：２０～１４：１０２７日（火）乳児健康診査

１３：１０～１３：５０２９日（木）１歳６か月児健康診査

１３：１０～１３：５０１５日（木）３歳児健康診査

９：３０～１１：００

１５日（木）

２１日（水）

２７日（火）

２９日（木）

フッ化物塗布

１３：２０～１４：００２３日（金）お誕生教室

９：２０～９：３０２２日（木）にこにこ教室

９：３０～９：４０５日（月）親子歯みがき教室

９：５０～１０：００７日（水）プレパマクラブ

下羽栗会館１３：３０～１４：３０９日（金）

育児・　　　　
マタニティ相談

第一保育所１０：００～１１：３０１４日（水）

福祉健康センター１３：００～１４：３０２１日（水）

第一保育所１０：００～１１：３０２８日（水）

福祉会館

１３：３０～１５：３０

１日（木）

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

福祉健康センター６日（火）

福祉会館１２日（月）

総合会館２７日（火）

福祉会館
１３：３０～１４：３０

１日（木）

健康相談
下羽栗会館９日（金）

福祉健康センター１３：００～１４：３０２１日（水）

福祉会館１３：３０～１４：３０２２日（木）

福祉会館

８：４５～１０：３０

６日（火）

胃がん・大腸がん
・肺がん検診　　 福祉健康センター

８日（木）

９日（金）

１２日（月）

１３日（火）

㈱オーツカ９：００～１０：３０

９日（金）献血 トーギ㈱１１：００～１２：００

ギフメン㈱１３：３０～１６：００

保　健（健診・予防接種・相談・教室など）

ごごみみ川川柳柳
ポイ捨てに　箒（ほうき）が走る　町の美化

　岐阜県第６回「ごみ対策」川柳コンテスト優秀賞作品

収　　集　　日収　集　内　容

■笠松地域
　毎週月・木曜日
■松枝・下羽栗地域
　毎週火・金曜日

家庭用燃えるごみ

１４日（水）、２８日（水）古紙類等

１４日（水）、２８日（水）紙製容器包装

各収集地区　毎週１回
※祝日は収集しません

プラスチック製容器包装

資源とごみのカレンダーで
確認してください

カン・ビン・ペットボトル

燃える大型ごみ

ご　み

今月の納税・納付
固 定 資 産 税　　　　２　期　分
国民健康保険税　　　　４　期　分
介 護 保 険 料　　　　４　期　分

納期限　８月２日（月）まで

▲

今月のテーマ
　家族みんなが、安全に心がけ

事故のないように努めましょう

7 月18 日　家庭の日

場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福祉会館１３：００～１５：００

７日（水）
１４日（水）
２１日（水）
２８日（水）

心配ごと相談

福祉会館１３：００～１５：００
７日（水）
２１日（水）

悩みごと相談

福祉会館１０：００～１２：００１１日（日）身体障害者相談

在宅相談　行政相談委員
　岩田　修　宮川町５７　� ３８７・３７１８

行　政　相　談

在宅相談　人権擁護委員
　齋藤好子　中川町２０　� ３８７・０８１２
　保母勝壽　弥生町３０　� ３８７・２７８２
　後藤　稔　北及１１８３　� ３８８・１４９５
　杉原貴子　中野２５６     � ３８８・１４９６

人　権　相　談

相　談

「個別予防接種」
実施医療機関名変更のお知らせ

�　変更前　　　野尻産婦人科
　　　　�

�　変更後　　　野尻女性クリニック
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唐
揚
げ
に
し
た
魚
や
肉
を
、
唐

辛
子
、
み
じ
ん
切
り
の
ね
ぎ
を
加

え
た
合
わ
せ
酢
に
漬
け
込
ん
だ
料

理
の
こ
と
を
「
南
蛮
漬
」
と
い
い

ま
す
。

　

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か

け
て
、
日
本
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
や

ス
ペ
イ
ン
の
船
が
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
彼
ら
の
こ
と
を
「
南
蛮
人
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
南
蛮

人
が
味
付
に
唐
辛
子
や
ね
ぎ
を
多

く
用
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た

材
料
を
使
っ
た
料
理
や
、
新
し
い

　ケガと病気、交通事故、犯罪、災害、
心の問題など、小学生にせまる危険から
自分を守る力をつける本。ケガの応急手
当、地震や犯罪者からの身の守り方など
豊富な情報を提供。各章末にコピーして
使える危険予測発見シート付き。

児童

著
者　

岡　

敦
子
【
監
修
】

　
　
　

千
葉
順
子
【
監
修
】

発
行　

ポ
プ
ラ
社

中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

　

水
彩
・
パ
ス
テ
ル
で
好
き
な
静
物

や
身
近
な
町
の
風
景
を
描
い
た
り
、

時
に
は
遠
方
へ
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
出

か
け
ま
す
。

　

旅
の
感
動
を
絵
に
し
て
み
た
…
若

い
か
た
か
ら
年
輩
者
ま
で
楽
し
み
な

が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

　

講
師
の
ご
指
導
を
受
け
和
や
か
に

合
評
し
た
り
、
笠
松
町
美
術
展
や
文

化
フ
ェ
ス
タ
、
そ
の
他
の
美
術
展
に

向
け
て
個
性
あ
る
作
品
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

一
作
一
作
自
分
な
り
の
絵
に
仕
上

が
り
、
上
達
が
実
感
で
き
た
と
き
は

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

【
活
動
日
】
第
１
・
３
水
曜
日

　
　
　
　
 
午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

　

分
３０

【
場　

所
】
中
央
公
民
館

【
連
絡
先
】上
柳
川
町　

山
口
好
子
宅

　
　
　
　

�
３
８
８
・
０
４
８
２

　小鮎の 南  蛮  漬 
なん ばん づけ

　　楽しいスケッチ旅行　　笠松水彩画会

調
理
法
を
用
い
た
料
理
に「
南
蛮
」

の
名
を
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

（
作
り
方
）

①
小
鮎
は
、
水
で
洗
っ
て
水
気
を

ふ
く
。

②
南
蛮
酢
を
作
る
。
た
ま
ね
ぎ
は
、

薄
切
り
に
し
、
細
ね
ぎ
は
端
か
ら

輪
切
り
に
す
る
。
赤
唐
辛
子
は
、

種
を
除
き
、
端
か
ら
３
㎜
幅
に
切

る
。
調
味
料
と
水
を
合
わ
せ
て
煮

た
て
、
野
菜
を
混
ぜ
る
。

③
小
鮎
に
軽
く
塩
を
ふ
り
、
片
栗

粉
を
ま
ぶ
す
。

④　

℃
の
揚
げ
油
で
じ
っ
く
り
揚

１６０
げ
、
油
を
き
っ
て
②
の
南
蛮
酢
に

入
れ
、
漬
け
込
み
ま
す
。

＊
冷
蔵
庫
で
保
存
す
れ
ば
２
〜
３

日
は
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

危険から自分をまもる本

　動物の国の王様のライオンと一人
ぽっちの小さなゾウ。ゾウはだんだん
成長して王様のライオンより大きくな
ります。その時王様は…。大切なもの
はいつまでも変わらない、友情と敬愛
の物語。

きみはおおきくて
ぼくはちいさい

　旅に生まれ、旅に生きてきた作
家・五木寛之の、体験的「旅を生き
るためのガイド」。旅の道具から泥
棒とのつきあい方まで、必ず役に立
つ旅のアイディアを紹介する。

一般

著
者　

五
木
寛
之

発
行　

東
京
書
籍

旅のヒント

絵本

著
者　
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
・
ソ
ロ
タ
レ
フ

発
行　

ソ
ニ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
ズ

材料（４人分）

・小鮎  …………………２００ｇ

・片栗粉  …………………２０ｇ

・揚げ油  …………………適宜

・にんじん  ………………１０ｇ

・細ねぎ  …………………２本

・たまねぎ  …………１／２個

・砂糖  ………………大さじ２

・水  ……………カップ１／２

・米酢  ………………カップ１

・塩  …………………小さじ１

・醤油  ………………大さじ１

・赤唐辛子  ………………１本
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四
本
の
柱
の
こ
と

　

笠
松
中
学
校
に
は
四
本
の
柱
が
あ

り
ま
す
。「
学
習
」、「
清
掃
」、「
合

唱
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
、
そ
れ

で
す
。
こ
の
柱
が
、
い
つ
立
て
ら
れ

た
の
か
詳
し
く
調
べ
て
い
ま
せ
ん
が
、

学
校
や
生
徒
を
支
え
る
大
き
な
柱
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
証
拠
に
、
先
生
や
生
徒
た
ち

が
笠
松
中
学
校
の
話
を
す
る
時
に
、

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
こ
の
四

本
柱
の
話
が
出
て
き
ま
す
。
し
か
も
、

そ
の
話
ぶ
り
は
か
な
り
自
慢
げ
で
、

自
信
を
も
っ
た
言
い
回
し
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
学
校
に
赴
任
し
て
わ
ず

か
で
す
が
、
こ
の
四
つ
の
柱
に
つ
い

て
感
心
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
清

掃
」
を
取
り
上
げ
て
も
、
こ
う
で
す
。

感
心
す
る
こ
と

　

清
掃
の
時
間
、
生
徒
た
ち
は
本
当

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
何

か
の
用
事
で
そ
ば
を
通
り
過
ぎ
る
時

が
あ
り
ま
す
が
、
通
り
過
ぎ
る
方
が

遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

く
ら
い
で
す
。
本
当
に
感
心
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
清
掃
の
時
間
が
昼
に
移

動
す
る
に
伴
っ
て
、
時
間
を
ど
う
す

る
か
、
職
員
の
間
で
熱
心
な
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
話
を
聞
き
な

が
ら
、
学
校
と
し
て
、
こ
の
四
本
柱

を
本
当
に
大
切
に
し
て
い
る
ん
だ
と

い
う
思
い
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
先
生
た
ち
の
意
気
込
み
に
感
心

し
ま
し
た
。

も
っ
と
感
心
し
た
こ
と

　

も
っ
と
感
心
し
た
こ
と
は
、
生
徒

会
に
は
整
美
委
員
会
が
あ
る
の
に
、

先
生
の
委
員
会
に
「
清
掃
指
導
」
を

受
け
持
つ
組
織
が
な
い
こ
と
で
す
。

　

多
く
の
学
校
は
先
生
の
指
導
委
員

会
が
中
心
に
な
り
、
毎
月
ど
ん
な
指

導
を
し
て
い
く
か
、
提
案
さ
れ
る
の

で
す
が
、
笠
中
は
、
そ
れ
が
な
く
て

も
う
ま
く
進
ん
で
い
く
の
で
す
。

　

初
め
は
、
こ
の
こ
と
が
不
思
議
で

し
た
が
、
最
近
分
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
よ
そ
の
学
校
で

は
先
生
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
、
笠

中
の
生
徒
は
、
生
徒
同
士
が
や
っ
て

い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
上
級

生
か
ら
下
級
生
に
、
自
分
た
ち
の
普

段
の
姿
や
交
流
を
通
し
て
、
さ
も
当

然
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
の
で
す
。

ま
さ
に
「
伝
統
」、「
身
に
付
い
た
実

践
力
」
で
す
。

　

本
当
に
感
心
し
ま
す
。

　
　

笠
松
中
学
校校

長　

赤
木　

重
義

教育電話相談 ～悩んだら気軽に電話してください～　羽島郡四町教育委員会　　�２４５・１１３３

学
校
を
支
え
る
四
本
の
柱
の
話

　

夏
休
み
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
生

活
を
少
し
で
も
充
実
さ
せ
よ
う
と
、

子
ど
も
た
ち
に
夏
休
み
の
計
画
を

考
え
さ
せ
た
り
、
計
画
表
を
作
成

し
た
り
し
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
、

お
子
さ
ん
と
ど
の
よ
う
に
過
ご
し

て
い
く
か
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら

話
題
に
な
り
ま
す
ね
。
で
も
、　
４０

数
日
に
及
ぶ
休
み
で
は
、
い
つ
も

い
つ
も
親
子
で
一
緒
に
過
ご
す
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

　

家
族
で
計
画
的
に
ど
こ
か
へ

行
っ
た
り
、
ス
ポ
少
や
習
い
事
を

し
た
り
と
、
毎
日
の
日
課
を
き
ち

ん
と
決
め
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、

や
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

の
で
行
動
し
や
す
い
の
で
す
。
で

も
、
何
を
し
て
過
ご
す
か
漠
然
と

し
て
い
て
、
全
然
計
画
が
決
め
ら

れ
な
い
子
に
と
っ
て
は
、
今
年
も

例
年
と
同
じ
よ
う
に
だ
ら
だ
ら
と

し
た
夏
休
み
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

心
配
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
笠
松
町
で
開
か
れ
る

夏
休
み
の
子
ど
も
教
室
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
活
動
を
計
画
の
中
に

入
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

笠
松
町
で
の
小
中
学
生
参
加
型
の

事
業
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

教育委員会
だより

も
う
す
ぐ
夏
休
み

問合先内　　　　　容期　　日事　　業　　名

役場企画課
�３８８－１１１１

川まつりスタッフ・万灯流し
笠松港公園清掃活動

８／１５（日）・１６（月）
笠松川まつり
　〃　ボランティア清掃

中央公民館
�３８８－３２３１

マジック教室・物作り・押し花アート・
トールペイント・おやつ作り等

夏休み期間夏休み親子教室

児童館
�３８８－０８１１

ハンドタオル人形・壁画つくり・小物入れ
８／７（土）・１３（金）
　　１５（日）・２０（金）

小学生参加事業
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羽島郡広域連合
� 388・1195

子
ど
も
の

水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

国民年金保険料免除制度のお知らせ
［問合先］
　岐阜南社会保険事務所
　� 273・6161

　国民年金は２０歳から加入し、６０歳までの４０年間、保険料の納付

が必要です。しかし、所得の減少や失業などで経済的に納付が困

難な場合には、本人の申請によって国民年金保険料の納付を免除

する制度（保険料免除制度）があります。この制度には、全額免

除と半額免除があります。

　

夏
と
い
え
ば
プ
ー
ル
や
川
で
の

事
故
を
想
像
し
が
ち
で
す
が
、
乳

幼
児
に
関
し
て
は
、
家
庭
内
に
も

多
く
の
水
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
。

　

乳
幼
児
は
体
に
比
べ
て
頭
が
大

き
く
、
力
も
弱
い
の
で
、
バ
ケ
ツ

な
ど
に
頭
か
ら
落
ち
る
と
自
分
で

は
な
か
な
か
起
き
上
が
れ
ま
せ
ん
。

コ
ッ
プ
一
杯
の
水
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
事
故
は
起
こ
り
え

る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
浴
室
な
ど
の
水
の
あ

る
場
所
に
赤
ち
ゃ
ん
が
行
け
な
い

よ
う
な
工
夫
を
す
る
な
ど
、
家
庭

内
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
対
策
】

・
浴
室
の
出
入
口
に
は
子
ど
も
の

手
の
届
か
な
い
高
さ
に
取
っ
手

ま
た
は
鍵
を
付
け
る
。

・
浴
槽
に
水
を
張
っ
た
ま
ま
に
し

な
い
。

・
浴
槽
の
ふ
た
は
厚
く
硬
い
素
材

に
し
、
子
ど
も
が
乗
っ
て
も
落

ち
な
い
も
の
に
す
る
。

・
洗
濯
機
の
水
は
必
ず
抜
い
て
お

く
。

【
も
し
も
溺
れ
て
し
ま
っ
た
ら
】

　

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
す
。

そ
し
て
、
意
識
・
呼
吸
・
脈
拍
が

あ
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
も
し
な

け
れ
ば
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま

で
の
間
、
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
無

理
に
水
を
吐
か
せ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
水
を
吐
か
せ
る
よ
り
も

一
刻
も
早
く
人
工
呼
吸
を
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
こ
で
、
口
か
ら
水
が
出
て
く

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
顔
を
横
に
向

け
て
水
を
出
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

　

当
消
防
本
部
で
は
、
皆
さ
ん
に

応
急
手
当
と
心
肺
蘇
生
法
を
取
得

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
普
通
救
命

講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
積
極

的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

全額免除制度
１．保険料（月額：１３,３００円）が全額免除されます。
２．全額免除を承認された期間は、年金を受給するための受給資格期間に算入されますが、老齢基礎年金の額は全

額を納めた場合の３分の１の計算になります。

半額免除制度
１．保険料の半額（月額：６,６５０円）が免除され、半額（月額：６,６５０円）を納めます。
２．半額免除を承認された期間は、年金を受給するための受給資格期間に算入されますが、老齢基礎年金の額は全

額を納めた場合の３分の２の計算になります。
　※半額免除を承認されても、半額の保険料を納めない場合は未納期間となります。

申請の手続きは役場住民課保険年金係で
●持参していただくもの…①年金手帳
　　　　　　　　　　　　②印鑑（本人が署名する場合は不要）
　　　　　　　　　　　　③失業などの場合は雇用保険の「雇用保険受給資格者証」または「離職票」の写しなど

承認期間は
　７月（または、申請した月の前月）から翌年６月までとなりますので、７月から免除を希望する場合は、８月末
までに申請してください。
※なお、６月まで承認を受けているかたで引き続き免除を希望する場合も、８月末までに申請が必要になります。

保険料の免除の承認を受けるためには、毎年申請が必要です。
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●１１

　町の中心を流れる清流武儀川。その河川敷に広がる河
川公園は、町内外の人々に親しまれている公園です。パ
ターゴルフ場や芝生広場、水の広場などがあり、休日は
家族連れで賑やかです。また、河原が幅広いため、キャ
ンプをするには絶好のロケーション。春から夏に立ち並
ぶカラフルなテントや川遊びをする子どもたちはこの時
期の風物詩です。そして、いっぱい遊んだ後は、武芸川
温泉でリフレッシュ！
［アクセス］●主要地方道岐阜美濃線で岐阜市内より車で４０分●東海北陸自動車道「美濃」ＩＣより車で１０分
［問合先］企画課（�０５７５・４６・２３１１内線２１５）

　
 
行 
器
   

は
食
物
を
家
か
ら
運
び
出
す

ほ
か 
い

の
に
用
い
る
容
器
で
す
。 
外  
居 
と
も

ほ
か 
い

書
き
、 
食  
籠 
形
式
（
食
物
を
入
れ
る

じ
き 
ろ
う

容
器
。
青
銅
ま
た
は
彫
漆
で
作
り
、

多
く
は
蓋
が
あ
っ
て
形
は
丸
い
）
の

 
刳  
物 
（
刃
物
な
ど
で
え
ぐ
っ
て
穴
を

く
る 
も
の

あ
け
た
物
）、
あ
る
い
は
三
〜
四
脚

の
反
り
脚
の
付
い
た
円
筒
形
の
桶
物

や
曲
物
、
角
形
の 
唐  
櫃 
（
脚
の
付
か

か
ら 
び
つ

な
い 
和 

や
ま
と 
櫃 
に
対
し
、
四
本
ま
た
は
六

び
つ

本
の
脚
の
付
い
た 
櫃 
）
な
ど
が
あ
り

ひ
つ

ま
す
。

　
 
食  
籠 
形
式
の
も
の
の
蓋
に
は
家
紋

じ
き 
ろ
う

な
ど
が
描
か
れ
、
円
筒
形
の
も
の
は

回
り
に 
箍 
を
は
め
、
内
部
を
赤
く
外

た
が

部
を
黒
の
漆
塗
り
に
し
、 
蒔  
絵 
が
施

ま
き 
え

し
て
あ
り
、
脚
か
ら
紐
を
通
し
て
蓋

の
上
で 
総  
角 
に
結
び
、
運
ぶ
時
に
は

あ
げ 
ま
き

脚
か
ら
蓋
に
通
っ
た
結
び
紐
に 
朸 

お
う
こ

（
て
ん
び
ん
棒
）な
ど
を
通
し
て
運
び

ま
す
。
ま
た
、
葬
式
の
と
き
不
浄
火

の
た
め
別
火
で
調
製
し
た
食
物
を

喪
家
に
運
ぶ
そ
の
食
物
の
こ
と
や
、

饅
頭
の
粉
を
こ
ね
る
木
彫
り
の
鉢

も
ホ
カ
イ
と
呼
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
『
宇
津
保
物
語
』
に
「 
油  
単 
お
ほ

ゆ 
た
ん

ひ
た
る
台
に
据
え
た
る 
行  
器 
持
た

ほ
か 
い

せ
て
」
と
あ
り
、
平
安
時
代
の
こ

ろ
は
、
お
そ
ら
く
運
び
台
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中

世
に
は
主
と
し
て
脚
高
の 
行  
器 
が

ほ
か 
い

用
い
ら
れ
、
色
な
ど
を
塗
ら
な
い

自
然
の
ま
ま
の
白
木
の
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
世
に
な

る
と
婚
礼
な
ど
の
儀
式
具
と
し
て

漆
塗
り
・ 
蒔  
絵 
な
ど
の
も
の
が
多
く

ま
き 
え

な
り
、
明
治
以
降
も
祭
り
・
婚
礼
な

ど
の
祝
い
で
、
祝
餅
・
赤
飯
な
ど
を

贈
る
時
に
、
上
に
鶴
亀
・
五
葉
の
松

な
ど
を
染
め
抜
い
た 
帛  
紗 
を
か
け
て

ふ
く 
さ

用
い
た
よ
う
で
す
。

　

資
料
館
で
は
、 
食  
籠 
形
式
の

じ
き 
ろ
う

 
行  
器 

ほ
か 
い

を
展
示
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

 
行 　
 
器 

ほ
か 

い

� 388-0161　� 388-0185〒 501-6052　笠松町下本町 87笠松町歴史民俗資料館

武芸川町　武芸川流・川遊び

夏休み企画

～紙のふしぎな世界～

【会期】
　７月２１日（水）
　　　　　～８月２９日（日）
【開館時間】
　午前９時～午後５時
【休館日】月曜日
【入館料】無料
お誘い合わせのうえ、
　　お出かけください
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広
報
ク
イ
ズ

　

次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の
か
た
に

図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問　

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
は
７
月

　

日
か
ら
何
日
ま
で
？

１１
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
問
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
７
月
末
日
ま
で
に
秘

書
広
報
課
広
報
ク
イ
ズ
係
ま
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
９
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

５
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

　

５
月　

日
２３

当
選
者　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

杉
山
奈
歩
、
丸
山
恵
子
、
山
田
み
ゆ
き

  
表　

紙

　
「
こ
う
や
っ
て
削
る
ん
だ
よ
。」

　

６
月　

日
開
催
の「
わ
く
わ
く
広
場
」

１２

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
の
指
導
の

も
と
熱
心
に
竹
と
ん
ぼ
を
作
る
子
ど
も

た
ち
。

　

わ
く
わ
く
広
場
は
、
小
学
生
の
土
曜

日
の
活
用
を
地
域
で
支
援
し
よ
う
と
中

央
公
民
館
・
松
枝
公
民
館
・
下
羽
栗
会

館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
座
は

「
日
本
舞
踊
」
や
「
お
や
つ
つ
く
り
」
な

ど
全
部
で　

種
類
。
第
２
期
（
９
月
〜

２１

　

月
）
の
申
込
受
付
は
、
７
月　

〜　

１２

１７

１９

日
の
３
日
間
行
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
中
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
中
央
公
民
館
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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平成１５年
７月２５日生しし座

 森 　 聖 樹   くん（門間）

もり まさ き
お な ま え は お な ま え は

 安  達 　遥   ちゃん（円城寺）

あ だち はるか

森　康城・尚子さんの子 安達直哉・哉子さんの子

まちの人口
平成１６年６月１日現在　前月比 

人　口　２２,１１０人（増　１７）
　男　　１０,６５６人   （増　１８）
　女　　１１,４５４人   （減　１）

世帯数　　　　　　　　　
　 　７,４９８世帯 　　（増　４０）


